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曜
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皆
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
文
章
は
書
い
て
あ
る
こ
と
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る
文
章
で
あ
る
。
入
社
、
入
学

試
験
の
作
文
や
小
論
文
。
就
職
し
て
か
ら
の
企
画
書
、
報
告
書
、
連
絡
書
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
職
業
作
家
や
コ
ピ

ー
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
（
修
辞
法
）
を
駆
使
し
た
感
性
に
訴
え
た
り
、
回
り
く
ど
か
っ
た
り
、
謎
の
多
い

文
章
は
仕
事
を
す
る
上
で
ほ
と
ん
ど
必
要
な
い
。

こ
れ
か
ら
「
文
章
講
座
」
で
は
こ
の
よ
う
な
実
用
文
を
修
得
し
て
い
く
。

文
章
講
座
①
～
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
～

文
章
を
読
む
時
、
混
乱
す
る
の
は

「
こ
れ
は
何
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
こ

、

と
だ
。
読
ん
で
い
て
何
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
は
、
書
き
手
の
読
み
手
に
対
す
る
「
思
い
遣
り
」

が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

、

、

、「

」

逆
に

文
章
を
書
く
と
き

何
を
書
い
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
の
は

自
分
は
何
に
つ
い
て
書
く
の
か
？

と
い
う
の
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
忘
れ
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
読
み
手
に
読
み
や
す
く
、
書
き
手
が
書
き
や
す
く
文
章
を
作
成
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
「
ナ
ン
バ
リ
ン

グ
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
」
が
あ
る
。

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

人
間
不
安
に
な
る
と
き
は

「
今
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

」
と
い
う
と
き
で
あ
る
。
文
章
も
同

、

。

じ
で
あ
る

「
今
、
全
体
の
ど
こ
ら
辺
を
読
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
？
話
は
続
く
の
か
、
も
う
終
わ
り
な
の
か
？
」
と
い

。

う
不
安
を
与
え
て
い
て
は
、
伝
わ
る
も
の
も
伝
わ
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
」

で
あ
る
。

「

」

、「

」

。

。

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

と
は

ナ
ン
バ
ー

を
付
け
る
こ
と
で
あ
る

た
だ
付
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

ま
ず
全
体
が
何
番
ま
で
あ
り
、
今
は
何
番
目
か
を
示
す
の
が
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

私
に
は
好
き
な
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
寿
司
屋
や
カ
レ
ー
屋
や
焼
き
肉
屋
に
行
き
、
ご
飯

を
食
べ
る
こ
と
で
、
二
つ
目
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
マ
ン
ガ
を
読
ん
だ
り
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
三
つ
目
は
授
業
中
や
家
に
帰
っ
て
か
ら
す
ぐ
や
、
夕
食
を
食
べ
て
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
布
団

に
入
っ
て
目
を
閉
じ
る
こ
と
だ
。

と
し
た
場
合

「
三
つ
あ
る
」
と
全
体
像
を
示
し

「
一
つ
目
は
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
全
体
の
中
で
の
位
置
を
示
す

、

、

こ
と
に
よ
っ
て
、
読
み
手
は
「
今
、
全
体
の
何
番
目
だ
な
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
縦
書
き
の
場
合
は
「
一
、
二
、

三
…
…
」
と
漢
数
字
を
用
い
る
が
、
横
書
き
の
場
合
は
算
用
数
字
を
用
い
る
。

ラ
ベ
リ
ン
グ

し
か
し
、
右
の
例
文
は
、
ま
だ
読
み
に
く
い

「
一
つ
目
、
二
つ
目
…
…
」
と
は
い
っ
て
も

「
結
局
一
つ
目
は
何

。

、

だ
っ
た
か
な
？
」
と
す
ん
な
り
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
話
の
内
容
に
「
ラ
ベ
ル
」
を
付
け
る
の
が

「
ラ
ベ
リ
ン
グ
」
だ

「
ラ
ベ
ル
」
は
、
飲
み
物
の
ビ
ン
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
貼
っ
て
あ
る
シ
ー
ル
の
こ
と
だ
。
シ

。

ー
ル
を
見
れ
ば
何
が
入
っ
て
い
る
か
す
ぐ
に
わ
か
る

「
ビ
ー
ル
」
と
書
い
て
あ
っ
た
り

「
ジ
ャ
ム
」
と
書
い
て
あ

。

、

っ
た
り

「
毒
」
と
書
い
て
あ
っ
た
り
す
る
。
文
章
に
も
「
ラ
ベ
ル
」
を
付
け
る
。
そ
し
て
ラ
ベ
ル
ご
と
に
改
行
す
れ

、

ば
段
落
が
完
成
す
る
。
ラ
ベ
ル
は
長
す
ぎ
て
は
「
ラ
ベ
ル
」
に
な
ら
な
い
。

だ
。

目
安
は

文
字
以
内
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私
に
は
好
き
な
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
食
べ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
遊
ぶ
こ
と
。
三
つ
目
は

寝
る
こ
と
だ
。

一
つ
目
の
食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
私
は
回
転
ず
し
や
カ
レ
ー
屋
や
焼
き
肉
屋
に
行
っ

て
ご
飯
を
よ
く
食
べ
る
。

二
つ
目
の
遊
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
私
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
マ
ン
ガ
を
読
ん
だ

り
、
友
人
と
公
園
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
よ
く
遊
ぶ
。

三
つ
目
の
寝
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
私
は
授
業
中
や
、
風
呂
に
入
り
な
が
ら
や
風
呂
か
ら

上
が
っ
て
か
ら
や
、
朝
起
き
て
か
ら
よ
く
睡
眠
を
と
る
。

以
上
で
四
段
落
の
文
章
が
で
き
た
。
第
一
段
落
は
全
体
の
構
成
。
第
二
段
落
以
降
は
第
一
段
落
で
示
し
た
ラ
ベ
ル
を

ラ
ベ
ル
一
つ
に
対
し
て
一
つ
の
段
落
で
詳
し
く
説
明
す
る
だ
け
だ
。
ラ
ベ
ル
を
は
じ
め
に
考
え
て
お
け
ば
、
何
に
つ
い

て
書
く
の
か
忘
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
ん
な
「
型
」
を
導
入
す
る
だ
け
で
、
書
き
や
す
く
、
読
み
や
す
く
な
る
。
以
上

の
こ
と
は
ス
ピ
ー
チ
で
も
使
え
る
の
で
身
に
つ
け
よ
う
。

○ 片桐史裕copyright 2004-2005C



※

等
に
は
「
ラ
ベ
ル
（

文
字
以
内

」
が
入
る
。

①

）
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左
の
例
文
は
全
て
「
四
段
落
構
成
」
の
例
文
で
あ
る
。

【
例
文
１
】

①

②

●
●
●
●
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
三
点
あ
る
。
一
点
目
は

で
、
二
点
目
は

で
、
三
点
目
は

だ
。

③

一
点
目
の

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

①

○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

二
点
目
の

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

②

○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

三
点
目
の

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

③

○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

【
例
文
２
】

●
●
●
●
は
△
△
△
△
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
三
点
あ
る
。
一
点
目
の
理
由
は

で
、
二
点
目

①

の
理
由
は

で
、
三
点
目
の
理
由
は

だ
。

②

③

一
点
目
の
理
由

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

①

○
○
○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

二
点
目
の
理
由

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

②

○
○
○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

三
点
目
の
理
由

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

③

○
○
○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

【
例
文
３
】

●
●
●
●
の
■
■
■
■
は
三
点
あ
る
。
一
点
目
は

で
、
二
点
目
は

で
、

①

②

三
点
目
は

だ
。

③

■
■
■
■
一
点
目

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

①

○
○
○
○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

■
■
■
■
二
点
目

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

②

○
○
○
○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

■
■
■
■
三
点
目

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

③

○
○
○
○
○
～
説
明
～
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○ 片桐史裕copyright 2004-2005C


